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きょうお話すること

● ウィキペディアの利用はフリー（自由）
– なんにでも使えます

● ウィキペディアの利用にはルールがある
– ルールがあるから自由がある

● ウィキペディアを使おう
– 記事の文章・画像を活用する
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ウィキペディアは自由に使える！

● 自由その１： 用途をとわないーー営利・非営利どち
らでもよい

● 自由その２： 内容のかきかえが出来る
● ただし一定の決まりがあります

　　　　　　　　　　⇒フリーライセンス
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ウィキペディア利用の例

Copyright © 2008, NewsBlaze, Daily News
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ウィキペディアにはルールがある

Copyrighted by Wikimedia 
Foundation

● ウィキペディアの使い
みちは自由
– 営利／非営利
– 書籍・ウェブサイト…

● 一定のルールに沿う必
要がある

● 「フリーライセンス」
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ルールが自由を保証する

Haga Park, Stockholm. Photo: 
Peter Isotalo.

● 将来の二次利用を保
証
– 未来との共有

● 以前の著者名の明記
– 過去との共有

● 誰もが利用できる

　「自由」を保証

Cf. 公共の場所
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フリーライセンス＝自由に使う許可

● 二次利用を許可する条件
● 二次利用＝著作物の共有を促進することが目的
● ライセンス条件＝ルールが自由を保障する

– 責任と権利を明確にする（誰が作ったのか）
– 他の人との共有を促す（さらに他の人が利用できる）

– Some right reserved 
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ウィキペディアとフリー・ライセンス

テキスト（文章） 画像（写真、イラスト）

GFDL

パブリック・
ドメイン

クリエイティブ・
コモンズ
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ウィキペディアを使おう
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記事（文章）を利用する

● 引用：　著作権法
– 著作物ならなんでも（＝ウィキペディアに限らない！）
– 決まりがある（根拠：判例など）

● GFDL（ウィキペディアの「決まり」）による二次利用

– フリーライセンス（＝利用許諾条件）

– 独自の決まりがある（根拠：GFDL自体＝契約）

– 二次利用の形式については引用より自由
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引用

● 著作権法第三十二条 　公表された著作物は、引
用して利用することができる。この場合において、
その引用は、公正な慣行に合致するものであり、
かつ、報道、批評、研究その他の引用の目的上正
当な範囲内で行なわれるものでなければならな
い。（下線は引用者）

● 最高裁昭和55年3月28日判決　「引用とは、紹介、
参照、論評その他の目的で著作物中に他人の著
作物の原則として一部を採録すること」
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適切な引用

1.　文章の中で著作物を引用する必然性があること

2.　質的にも量的にも、引用先が「主」、引用部分が
「従」の関係にあること。引用を独立してそれだけ
の作品として使用することはできない。

3.　本文と引用部分が明らかに区別できること。例
『段落を変える』『かぎかっこを使用する』

4.　引用元が公表された著作物であること

5.　出所を明示すること（著作権法第48条）

――ウィキペディア日本語版「引用」、2008-12-18 15:33 にアクセス
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ウィキペディア日本語版からの引用
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よい引用

　　　村上桂太郎さんはエフ
エムわいわいのスタッフで
ある。ウィキペディア日本
語版「エフエムわいわい」
によれば、「エフエムわい
わい（愛称：FMわぃわぃ）
は、神戸市にあるコミュニ
ティFM放送局の一つであ
る。（中略）居住者の約
10%が在日外国人である
長田区をサービスエリアと
して放送する」。村上さん
がエフエムわいわいに参
加したのは……

● 出典が明記されている
● 引用がどこから始まり

どこで終わるか、明示
されている（ここではか
ぎ括弧）

● 本題をいうための資料
として参考にされてい
る（＝意味上の主従）

● 量の主従
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わるい引用

　　　「エフエムわいわい（愛
称：FMわぃわぃ）は、神戸
市にあるコミュニティFM放
送局の一つである。居住
者の約10%が在日外国人
である長田区をサービスエ
リアとして放送している。と
ころで長田区といえばそば
めしでも有名だ。そばめし
の発祥には諸説あるが、
長田区に住む村上桂太郎
さんによれば……

● 出典が明記されていな
い

● 引用がどこから始まり
どこで終わるか、不明

● 引用の論理的な必然
性が不明（そばめしとＦ
Ｍわいわいとの関係が
ここからは不明）

● 量の主従の逆転
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GFDL
● Gnu Free Documentation License (GNU FDL, 

GFDL）

● 文書再利用のための決まり―自由（利用目的・改
変）を保証
– クリエイティブ・コモンズと同じ「フリーライセンス」
– クリエイティブ・コモンズ以前からある
– 本来は文書向き

※ウィキペディアでは文章と画像の両方に用いる
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ウィキペディアの記事はすべてGFDL
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ＧＦＤＬ（つづき）

● 著作権者に無断で改変・再配布・二次利用が可能
– 連絡する必要がない

● 二次的著作物もGFDLの条件で公開

– 作ったものもGFDLで公開する（≠”All right reserved”）
– GFDLの全文（英語）を掲載する

● 流用したGFDL文献の著作権表示を引き継ぐ

– 「履歴」の節を設ける
– ウェブサイトの場合はウィキペディアの記事の「履歴」

ページにリンクを張る
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詳しくは 

● GFDL2.1 本文（英語）

– http://www.gnu.org/licenses/old-licenses/lgpl-
2.1.html

● 非公式日本語訳

– http://www.opensource.jp/fdl/fdl.ja.html
● 「Wikipedia:著作権」― ウィキペディア日本語版で

のＧＦＤＬについての方針文書

– http://ja.wikipedia.org/wiki/WP:C
● 「Wikipedia:ガイドブック 著作権に注意」

– http://tinyurl.com/Wikipedia-Copyright-JA



20

ウィキペディアの画像を利用する

テキスト（文章） 画像（写真、イラスト）

GFDL

パブリック・
ドメイン

クリエイティブ・
コモンズ
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ウィキペディアの画像のライセンス

● GFDL
● クリエイティブ・コモン

ズ・ライセンス

– （CC-BY／帰属または
CC-BY-SA／帰属‐継
承）

● パブリック・ドメイン
（Public Domain, PD）

⇒すべてのコンテンツが
営利利用可能

GFDL

パブリック・
ドメイン

クリエイティブ・
コモンズ



22

画像のライセンスを確認する

● 記事のなかの画像をク
リック

● すると……
● 「ファイル」ページ

– ライセンス情報
– 撮影者
– 撮影日時……

Photo: Fruggo, CC-BY 1.0
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これはなに？
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ウィキメディア・コモンズ

GFDL

パブリック・
ドメイン

クリエイティブ・
コモンズ
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ウィキメディア・コモンズ（つづき）

● ウィキペディアの姉妹プロジェクト

– http://commons.wikimedia.org
● 画像・音声ファイル等

● 368万のメディア・ファイル（2008/12/18現在）

● ウィキペディアにはない画像も
● すべてフリーライセンス
● ウェブサイトで使うときにはいちどダウンロードして
ください！

● 詳しくは： http://tinyurl.com/com-reuse-ja
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まとめ

● ウィキペディアは誰でも・何にでも使える（営利利用
可能・改変可能）

● 作った人に敬意を払う
– 誰が
– どこで

● 配布の自由と改変の自由

– GFDL, CC-BY-SA
● 決まりがあるから自由がある

　→「フリーライセンス」は自由な共有を保証する
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この発表について

● ライセンス： Creative Commons, Attribution, 
Shared Alike 3.0 (CC-BY-SA 3.0)

● Wikipedia, Wikimedia Commons のロゴは 
Wikimedia Foundation, Inc. の登録商標です。

● お問い合わせ： aphaia@gmail.com 


